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大口町北地域自治組織 設立 

平
成

２５
年
７
月
７
日
、
森
町
長
を
始

め
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、
大
口

町
北
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
を
開
催

し
、
規
約
や
役
員
選
任
、
事
業
計
画
、
予

算
に
関
す
る
提
出
議
案
を
す
べ
て
可
決

決
定
し
、
晴
れ
て
『
大
口
町
北
地
域
自
治

組
織
』
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。 

＊
決
定
事
項
は
別
途
配
布
い
た
し
ま
す
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あ 

い 

さ 

つ 

   

先
ほ
ど
皆
さ
ん
の
ご
承
認
を
得
て
、
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
酒
井
で
す
。
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

大
口
町
に
は
先
人
が
築
き
上
げ
て
く

だ
さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
や
誇
り

を
も
っ
て
言
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
五
条
川
の
桜
並
木
。
日
本
さ

く
ら
名
所
百
選
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
昭
和
初
期
の
工
場
誘
致
の

お
陰
で
、
本
町
に
本
社
を
置
き
、
世
界
で

活
躍
す
る
有
名
な
企
業
が
た
く
さ
ん
ご

ざ
い
ま
す
。
農
業
で
は
、
昨
年
度
、
六
条

大
麦
の
作
付
面
積
、
生
産
量
が
県
内
で
ト

ッ
プ
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
の
皆

様
の
ご
努
力
に
よ
り
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
も
県
内

５７

市
町
村
中
ト
ッ
プ
で

す
。
そ
し
て
、
大
口
町
の
安
全
安
心
を
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

っ
て
い
る
消
防
団
が
、
今
年
２
月
、
日
本

消
防
協
会
の
特
別
表
彰
と
し
て
全
国
の

消
防
団
に
と
っ
て
最
高
の
名
誉
で
あ
り

ま
す
『
ま
と
い
』
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。 

 

大
変
誇
り
に
思
え
る
大
口
町
で
は
あ

り
ま
す
が
、
少
し
先
の
事
を
考
え
ま
す
と

心
配
、
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少

子
高
齢
社
会
の
進
展
、
人
口
減
少
が
急
速

に
進
み
、
限
ら
れ
た
財
政
力
の
中
で
、
民

生
費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
す
。
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
の
災
害
対
策
も
必
要
で

す
。 安

全
安
心
で
住
み
良
い
北
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
「
ど
ん
な
ま
ち

に
し
た
い
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

か
」
本
気
と
や
る
気
で
話
し
合
い
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
昔
か
ら
組
織
は

人
な
り
と
言
い
ま
す
。
人
間
関
係
を
特
に

大
切
に
し
な
が
ら
町
や
行
政
区
、
お
隣
の

地
域
と
も
良
く
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
で

き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
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北地域の新しいまちづくりがスタートしました。 

大
口
町
北
地
域
自
治
組
織 

四
役 
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特集！三重県松阪市 揥
て い

水
す い

まちづくり協議会 

 

揥水まちづくり協議会 基本データ  
 

■設立  平成１８年１０月８日 

■エリア 松阪市立揥水小学校区の９自治会 

＊松阪市内４３小学校区のうち３番目に誕生  

■会長  葉山和則さん 

■世帯数 １，５５６世帯 

■人口  ４，１３９人 

■合言葉は  

『みんなで創る 元気で 仲良く楽しいまち』 
 

 

会長の葉山和則さん  

設立総会終了後、まちづくりの先輩である三重県松阪市の揥水まちづくり協議会の皆さん

から、これまでと現在の活動を第１段階、第２段階に分けてお話を伺いました。 

第１段階（平成１８年度から平成２３年度）の３本柱 

①協議会組織の決定・改定 

協議会運営を行いながら現状と将

来を見据えた組織にするため、見

直しを繰り返し、規約の改定は６

回実施しました。 

②会員・役員の意識と認識の共有 

月に一回「たより」を発行し、様々

な情報や役員の考え、今後の進め

方など、情報をコンパクトにして

伝えました。 

③会員の協力・協調・協働意識

の醸成 

活動、行事への参画、参加を呼び

かけました。 

       ここがポイント！ 
       組織を運営していると、変えた方がよいことがでてきます。（事業内容、規約など） 

その時は皆さんで話し合い、必要であれば変えていきましょう。 

 

         計画→準備→実施→反省 を繰り返して、みんなでレベルアップ！ 
 

 

 

   

第２段階（平成２４年度から）の３本柱 

 

『絆づくり事業』と位置付け 

①『絆づくり事業』の検証・分析  

すべての活動・行事の「費用対

効果」を出し、継続、見直し、

新規・廃止を検討しています。 

②地域の「設計図」を作る  

地域課題に対する意識調査を実

施し（中学生以上）将来を見据

えた地域の設計図を作ろうとし

ています。 

③事務局体制の整備・確立  

地域における住民自治(行政

サービス等)の主たる担い手

として機能させるための事務

局体制を目指しています。 

 

 
 

     ここがポイント！ 
       限られたまちづくり事業の予算や時間をいかに有効的に使うか。ここでも見直し

は、かかせません。また、こうした活動には役員、事務局をはじめ、人材の確保が

大きなポイントとなります。 

        新組織と現組織（行政区等）および行政との役割と責任の分担を明確にするこ

とが必要と考えます。 

 

  次号では、質疑応答の様子をお伝えします。 


